
本日はお忙しい中、板橋区立中学校における「部活動地域移行
に関する説明会」にご参加いただきまして、ありがとうございま
す。
また、事前アンケートのご協力につきましても、ありがとうご

ざいました。
アンケートの結果としましては、今後の方向性と令和６年度の

取組について知りたいという声が多くありました。
本日はそのあたりを中心にご説明させていただきます。



本日の説明会のスケジュールにつきましては、ご覧のとおりで
す。
それでは、はじめに教育総務課長よりごあいさつさせていただ

きます。

2



次に、「部活動改革について」です。
部活動の地域移行につきましては、皆様もニュースなどで聞か

れたことがあるかと思います。
学校部活動には、従来から様々な課題がある中、国を中心に平

成30年度ごろから部活動改革について議論が進められてきたとい
う経緯があります。
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現行の中学校部活動には、皆様もご存知のとおり、異年齢の交
流、自己肯定感の向上など、様々な教育的意義や学校運営上の効
果があります。
教育委員会事務局としましても、この部活動を続けていけるの

であれば、継続していきたいという思いはございますが、現在、
その部活動が持続可能性の面で厳しい状況に置かれ始めたことが、
部活動改革に取り組むきっかけとなっております。
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中学校部活動の持続可能性が危ぶまれてきた要因のひとつは、
少子化の影響です。
板橋区では近年、生徒数は横ばいで推移しており、少子化の影

響はあまり感じられないかもしれません。
しかし、一部の学校では小規模化し、団体競技などでチーム編

成ができず、単一校で大会に参加できないなどの部活動の停滞が
起きています。
もう一つの要因は、専門性や意思に関わらず教員が顧問を務め

るこれまでの指導体制です。主に業務時間外に行われる平日の部
活動や休日の大会引率などは、教員にとって過大な心身と業務へ
の負担となっている実態があります。
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このような社会の流れを受けて、スポーツ庁と文化庁で、令和
４年１２月に「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等
に関する総合的なガイドライン」が策定されたことが部活動改革
の大きな転機となりました。
令和５年３月には、東京都においても推進計画等が策定され、

今年度、板橋区においても「板橋区立中学校部活動地域移行推進
ビジョン2030」の計画策定に着手しております。
令和６年３月の策定をめざし作業を進めており、策定途中の素

案につきましては、ホームページでご確認いただくこともできま
す。

6



次に、「部活動の地域移行」とは何かというお話です。
まず、部活動の地域移行でいう“地域”についてですが、一般

的には“地域”というと、町会や自治会などの地域の顔なじみの
人をイメージされるかと思います。
部活動の地域移行の“地域”は、このスライドの右側にもあり

ますとおり、学校以外の団体等を指すと捉えていただければと思
います。この中には地方公共団体も含まれています。
部活動の地域移行とは、学校以外の様々な団体などが運営団

体・実施主体となって行うことを示しております。
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次に、部活動改革の類型についてです。
スライド左側が現在の学校で行われている部活動の枠であり、

中央矢印の「地域移行」をすることで、学校部活動から右側の地
域クラブ活動へ移行していくことを示しています。
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３つの改革類型を１つずつご説明いたします。
まずは、表の右上、重点戦略１「行政による地域クラブの推

進」です。
板橋区では、重点戦略１として行政が運営団体となって、いた

ばし地域クラブを運営します。
こちらの活動状況等は、のちほどご紹介いたします。
学校単位から脱却することで、在籍校に左右されずに種目・分

野を選択できたり、より専門性の高い指導を受けることが可能に
なったりする場合があります。
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続きまして、図の左下にあります、重点戦略２「地域連携の活
用」です。
こちらは学校部活動内での取組みで、現行の部活動との違いは、

指導者が教員から外部の人材にかわることです。
教員が部活動の指導をしなくなることで、一定の負担軽減につ

ながります。また、生徒にとっても専門的な指導を受けられるよ
うになるといった効果があります。
一方で、部活動指導員のみで全ての部活動業務を行うことは難

しく、一定の業務は教員に残ってしまいます。
しかし、地域移行を推進していく過渡期においては、有効な手

段となると考えております。

10



最後に、図の右下にあります重点戦略３「地域展開の環境整
備」です。
板橋区では、地域移行の中でも、民間のスポーツ・文化芸術団

体等が実施する民間のクラブ活動へ移行することを地域展開と呼
ぶことで、整理しております。
全ての部活動を行政が運営団体となるいたばし地域クラブで実

施することは、財政面や運営面においても難しいところがありま
す。
民間の地域クラブ活動に中学生を受け入れてもらうことで、生

涯スポーツ社会・生涯学習社会の進展にもつながると考えていま
す。
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次に、その３つの重点戦略と共通項目の具体的な取組みについ
て説明いたします。
国は令和５年度から令和７年度までを改革推進期間として定め

ており、令和８年度以降はまだ明確な定めを示していない状況で
もあります。
そのため、令和６年度から令和７年度までの２年間で板橋区が

取り組んでいく主な内容となります。
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まず、重点戦略１の取組として、
取組１ いたばし地域クラブの本格実施
現在、モデル事業として実施していますが、本格実施とし、地

域移行の課題を着実に把握・検討しつつ、中学生の活動の受皿と
なります。
学校部活動にある種目・分野の新たな個別クラブの設置などに

取り組んでまいります。
取組２ 指導者人材の発掘と確保
種目・分野によっては人材の確保が難しく、人材発掘・確保の

仕組みが求められます。
また、中学生への適正な指導を担保するため、研修等の実施を

検討してまいります。
取組３ 希望する教員の兼職兼業制度の導入
部活動指導を希望する教員が、地域クラブ活動に参加できるよ

う制度の整備を行います。
以上が、重点戦略１となります。
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続きまして、重点戦略２ 地域連携の活用です。

取組１ 部活動を支援する外部人材活用
現在区内に３名の部活動指導員がいますが、技術指導のほかに

大会引率など、今までは教員しかできなかった業務も担当してい
ます。
来年度、増員に向けて調整を進めているところです。

取組２ 学校現場の意識改革
学校の部活動現場を視察し、顧問の先生と意見交換を行うなど、

部活動改革の機運醸成を図ってまいります。
取組３ 合同部活動の促進
単一校では存続が難しい種目はもちろん、複数校で部活動を

行った方が活動の幅が広がる場合にも合同部活動化を図ってまい
ります。
以上が、重点戦略２となります。
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次に、重点戦略３ 地域展開の環境整備です。
民間の地域クラブということで区が実際に運営するわけではあ

りませんが、中学生を受け入れてもらうための環境整備、また中
学生が安心して参加できるような取組を進めてまいります。
取組１ 部活動地域移行シンポジウムの開催
関係者との対話の場とし、相互の理解を深めてまいります。

取組２ デジタルガイドブックの発行
中学生が参加できる民間のスポーツ、文化芸術活動等を紹介し

ていければと考えております。
取組３ 受皿となる団体の認証制度の検討
中学生が安心して参加できるよう、また、保護者の皆様が安心

して送り出せるように、適切な指導や運営の基準を定めて、団体
の登録・認証をする制度の検討を進めます。基準等を定めるには
時間を要するかもしれませんが、検討を進めていきます。
以上が、重点戦略３となります。
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最後に、共通項目です。

取組１ 国・東京都への働きかけ
部活動改革にかかる財源の確保は大きな課題です。
一つの自治体では限界があるため、国や都へ財政的支援等につ

いて働きかけを行ってまいります。
取組２ 地域人材を活用した 地域移行への枠組みの検討
区内で活動する地域人材と中学生とが、地域のスポーツ活動・

文化芸術活動をともに行うことが出来るよう、部活動の地域移行
及び将来的な地域展開のための枠組みを検討してまいります。

以上が、共通項目となります。

部活動改革についての説明は以上となります。
時間の関係もあり、ポイントを絞って説明させていただきまし

た。
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ただいま説明した内容は、現在作成している「板橋区立中学校
部活動地域移行推進ビジョン2030」に記載されている内容となっ
ております。
本日、ご参加いただきました皆様におかれましては、来年度に

も中学校の部活動がどんどんなくっていくのではないかという心
配があったかと思います。学校部活動の地域移行は、学校部活動
として確立されてきた様々な制度や仕組みを根本的に見直し、作
り直していかなければならない大きな改革となります。
この部活動改革を推進していくには、課題も山積しており、そ

の課題等を解決していくためには、相当な時間を要する改革にな
ることが想定されますが、板橋区としましては、学校部活動を地
域移行する際は、生徒、教員、保護者、地域の方々等、関係者の
声を受け止め、合意形成に努めながら推進していくことを推進方
針に掲げ、部活動改革を進めてまいります。
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次に、「いたばし地域クラブについて」です。
行政が運営団体となる地域クラブが「いたばし地域クラブ」と

なります。

18



板橋区では、単に現行の部活動を地域クラブ活動に置き換える
のではなく、SDGsの視点で部活動が抱える課題を解消・軽減すべ
くコンセプトを設定し、今年度、実践研究モデル事業としていた
ばし地域クラブを立ち上げました。
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昨年の５月から、３つの個別クラブが活動を開始しております。
１つ目は、女子サッカークラブです。
区立中学校に女子サッカー部がないため、活動機会をもしかす

ると失っていた生徒に活動の機会を提供したいという思いから、
モデル事業として掲げました。
２つ目は、ｅスポーツクラブです。
高性能のパソコンを使用して、現在世界中で脚光を浴びているe

スポーツを経験する機会がないことから、こちらもモデル事業と
して立ち上げました。
３つ目は、科学技術クラブです。
ロボットを動かすのに必要な数学の知識を学ぶクラブで、みん

なで楽しみながら最先端の技術に触れる機会をつくるために、モ
デル事業として立ち上げました。
この３つのクラブを立ち上げ、現在活動中です。

20



次に、３クラブの現在の活動状況などです。
女子サッカークラブは、様々な年代で指導実績のあるコーチ、

元なでしこリーグ選手のコーチとともに楽しく活動しています。
最近の活動では、コーチの伝手で、女子プロサッカーリーグで

活躍する現役のプロ選手にも参加いただいたイベントを開催した
り、実際にプロの試合を観戦したり、交流大会にも出場したりと
貴重な経験を積んでいっております。
さらには、このクラブでサッカーを始めた生徒もいますが、ど

んどん技術面でも上達しています。
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eスポーツクラブは、区内にキャンパスを構えるクラーク国際記
念高校で実施しています。
今年度は「リーグオブレジェンド」という５人１チームで対戦

するタイトルに取り組んでいます。こちらも、元プロの講師のも
と、チームでたくさんコミュニケーションをとり、楽しみながら
取り組んでいます。クラブ内大会では、クラーク高校のｅスポー
ツコースで大会運営などの勉強をした高校生が企画・運営をして
くれました。普段の活動内でも、高校生が自主的に参加してくれ
ており、中学生にアドバイスをしてくれています。
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科学技術クラブは、ロボット実習に向けて、ロボットを動かす
ために必要な数学を勉強しています。
対面の授業では数学の要素があるゲームも行い、楽しく取り組

んでおり、オンラインの授業でも積極的に発言するようになって
きました。
先日行われたロボット実習でも楽しそうに、ロボットを動かし

ていました。
今年度、いたばし地域クラブを運営していく中で得られた知見

やデータ、課題をフィードバックし、来年度以降の新しい活動の
企画・立案に役立ててまいります。
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最後に、来年度に向けて、小学６年生を対象にいたばし地域ク
ラブの１日体験会を開催いたします。
２月にそれぞれご覧の日程で、開催いたします。持ち物など詳

細は、ホームページをご覧ください。
それぞれ定員があり、先着順となります。２月２３日火曜日の

午前９時より申込を開始いたしますので、参加をご希望の方はお
早めにお申し込みください。
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本日お伝えさせていただく内容は、以上となります。
お時間をいただきまして、ありがとうございました。

【質疑応答】
質疑応答につきましては、別のファイルで後日取りまとめて公

開いたします。

以上で「部活動地域移行に関する説明会」を終了とさせていた
だきます。
ありがとうございました。
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